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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成21年2月12日(2009.2.12)

【公開番号】特開2007-176767(P2007-176767A)
【公開日】平成19年7月12日(2007.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2007-026
【出願番号】特願2005-379394(P2005-379394)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/02     (2006.01)
   Ｂ８２Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/02    １０１Ｆ
   Ｂ８２Ｂ   3/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月19日(2008.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記工程ａ、ｂを含むことを特徴とする、カーボンナノチューブを含有する組成物の精製
方法。
工程ａ．カーボンナノチューブを含有する組成物に非酸化性酸溶液を接触させる工程の後
、固液分離してからアルカリ性溶液を接触させる工程。
工程ｂ．カーボンナノチューブを含有する組成物に２００～８００℃の温度かつ常圧下で
酸素を含む気体を接触させる工程。
【請求項２】
非酸化性酸溶液がリン酸、塩酸、希硫酸、有機酸から選択される酸を含む溶液であること
を特徴とする請求項１に記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項３】
アルカリ性溶液が水酸化ナトリウムを含む溶液であることを特徴とする請求項１に記載の
カーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項４】
下記工程ｃを含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載のカーボンナノチュ
ーブを含有する組成物の精製方法。
工程ｃ．カーボンナノチューブを含有する組成物に有機溶媒を接触させる工程。
【請求項５】
カーボンナノチューブを含有する組成物が、固体触媒を含有するものであることを特徴と
する、請求項１～４のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製
方法。
【請求項６】
カーボンナノチューブを含有する組成物が、５００～１２００℃の高温条件下で、固体触
媒と炭素含有化合物を接触させる方法で得られたものであることを特徴とする、請求項１
～５のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項７】
固体触媒が、固体担体に金属が担持された形態であることを特徴とする、請求項５または
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６に記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項８】
固体担体が、無機多孔体であることを特徴とする、請求項７に記載のカーボンナノチュー
ブを含有する組成物の精製方法。
【請求項９】
前記無機多孔体が、ゼオライトであることを特徴とする、請求項８に記載のカーボンナノ
チューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項１０】
前記無機多孔体が、メソポーラス材料であることを特徴とする、請求項８に記載のカーボ
ンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項１１】
前記メソポーラス材料が、メソポーラスシリカであることを特徴とする、請求項１０に記
載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項１２】
カーボンナノチューブが単層のカーボンナノチューブを含有することを特徴とする、請求
項１～１１のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
【請求項１３】
カーボンナノチューブが２～５層のカーボンナノチューブを含有することを特徴とする、
請求項１～１１のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　すなわち本発明は、以下の構成をとる。
（１）下記工程ａ、ｂを含むことを特徴とする、カーボンナノチューブを含有する組成物
の精製方法。
工程ａ．カーボンナノチューブを含有する組成物に非酸化性酸溶液を接触させる工程の後
、固液分離してからアルカリ性溶液を接触させる工程。
工程ｂ．カーボンナノチューブを含有する組成物に２００～８００℃の温度かつ常圧下で
酸素を含む気体を接触させる工程。
（２）非酸化性酸溶液がリン酸、塩酸、希硫酸、有機酸から選択される酸を含む溶液であ
ることを特徴とする（１）に記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（３）アルカリ性溶液が水酸化ナトリウムを含む溶液であることを特徴とする（１）に記
載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（４）下記工程ｃを含むことを特徴とする（１）～（３）のいずれか１項記載のカーボン
ナノチューブを含有する組成物の精製方法。
工程ｃ．カーボンナノチューブを含有する組成物に有機溶媒を接触させる工程。
（５）カーボンナノチューブを含有する組成物が、固体触媒を含有するものであることを
特徴とする、（１）～（４）のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成
物の精製方法。
（６）
カーボンナノチューブを含有する組成物が、５００～１２００℃の高温条件下で、固体触
媒と炭素含有化合物を接触させる方法で得られたものであることを特徴とする、（１）～
（５）のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（７）固体触媒が、固体担体に金属が担持された形態であることを特徴とする、（５）ま
たは（６）に記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（８）固体担体が、無機多孔体であることを特徴とする、（７）に記載のカーボンナノチ
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ューブを含有する組成物の精製方法。
（９）前記無機多孔体が、ゼオライトであることを特徴とする、（８）に記載のカーボン
ナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（１０）前記無機多孔体が、メソポーラス材料であることを特徴とする、（８）に記載の
カーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（１１）前記メソポーラス材料が、メソポーラスシリカであることを特徴とする、（１０
）に記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精製方法。
（１２）カーボンナノチューブが単層のカーボンナノチューブを含有することを特徴とす
る、（１）～（１１）のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物の精
製方法。
（１３）カーボンナノチューブが２～５層のカーボンナノチューブを含有することを特徴
とする、（１）～（１１）のいずれか１項記載のカーボンナノチューブを含有する組成物
の精製方法。
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